
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察	

	

―
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
（
一
七
）
―

辻

　

博

明

一　

は
じ
め
に

―
問
題
設
定

二　

ロ
ー
マ
法

　

⑴　

保
証
制
度
の
「
推
移
」
―
担
保
保
存
義
務
制
度
の
視
点
か
ら

　

⑵　

担
保
保
存
義
務
制
度
の
「
起
源
」
と
そ
の
継
受

―
問
題
点
の
整
理

三　

フ
ラ
ン
ス
法

　

⑴　

フ
ラ
ン
ス
古
法

―
ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
を
中
心
に　
　

 　

 

（
以
上
本
誌
六
一
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨

　

⑶　

フ
ラ
ン
ス
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果
（
現
行
二
三
一
四
条
）、
近
時
の
変
化　

（
以
上
本
誌
六
一
巻
二
号
）

四　

ド
イ
ツ
法

　

⑴　

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
前
の
概
要

　

⑵　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
（
以
上
本
誌
六
二
巻
一
号
）

　

⑶　

ド
イ
ツ
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果

　
　

①　

制
度
の
本
質

　
　
　

⒤　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
（
以
上
本
誌
六
二
巻
二
号
）
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論
説



　
　
　

ⅱ　

免
責
対
象
者

　
　

②　

免
責
の
要
件

　
　

③　

効　

果

　
　

④　

整
理
・
検
討

―
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較　
　
　
　

 　

 

（
以
上
本
誌
六
二
巻
四
号
）

五　

ス
イ
ス
債
務
法

　

⑴　

旧
法
に
お
け
る
議
論
の
概
要

―
義
務
の
位
置
付
け
・
範
囲
、
要
件
・
効
果
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

�

（
以
上
本
誌
六
三
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
三
巻
二
号
）

　

⑶　

ス
イ
ス
債
務
法（
一
九
四
一
年
法
）
―�

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
拡
大
・
強
化
、
義
務
の
性
質
、
担
保
保
存

義
務
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　
　

①　

債
権
者
の
注
意
義
務

―
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
性
質
・
拡
大
・
強
化　
　

 

（
以
上
本
誌
六
三
巻
四
号
）

　
　

②　

債
権
者
の
担
保
保
存
義
務

―
五
〇
三
条
一
項
の
意
義
、
要
件
・
有
力
説
の
主
張
、
効
果

　
　

③　

共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

―
四
九
七
条
三
項
の
特
則
、
特
約
、
錯
誤
等

　
　

④　

整
理
・
検
討　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
四
巻
一
号
）

六　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法

　

⑴　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
四
巻
二
号
）

　

⑵　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法

―�
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
拡
大
・
強
化
、
義
務
の
性
質
、
債
権
者
の
懈
怠
、
物
的

担
保
の
放
棄
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　
　

①　

債
権
者
の
注
意
義
務

―
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
性
質
・
拡
大
・
強
化
、
消
費
者
保
護
・
銀
行
の
守
秘
義
務

　
　

②　

債
権
者
の
注
意
義
務
の
現
れ
・
根
拠

―
債
権
の
取
立
上
の
懈
怠　
　

 

（
以
上
本
誌
六
五
巻
二
号
）

　
　

③　

債
権
者
に
よ
る
物
的
担
保
の
放
棄
（
一
三
六
〇
条
）　
　

 

（
以
上
本
誌
六
六
巻
二
号
）

　
　

④　

共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題
（
一
三
六
三
条
）�　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
七
巻
二
号
）

七　

む
す
び

―
「
債
権
者
の
注
意
義
務
」
の
視
点
か
ら
の
分
析

　
　

①　

担
保
保
存
義
務
制
度
の
起
源
・
そ
の
展
開
・
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　

②　

近
代
法
典
に
お
け
る
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
状
況

　
　

③　

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
を
め
ぐ
る
解
釈
・
法
的
構
成
・
位
置
付
け
の
変
化　
　

 

（
以
上
本
誌
六
八
巻
二
号
）
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④　

要
件
論
の
原
理
部
分
と
そ
の
変
化

―
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
の
性
質
・
位
置
付
け
か
ら

　
　
　

⒜　

免
責
対
象
者

―
免
責
制
度
の
「
中
核
」
と
な
る
保
護
対
象
者
は
だ
れ
か

　
　
　

⒝　

債
権
者
の
帰
責
事
由
の
要
否
・
内
容

―
帰
責
事
由
の
類
型
・
推
移

　
　
　

⒞　

担
保
の
喪
失
等
に
よ
る
保
証
人
の
損
害

―
保
証
人
に
よ
る
「
求
償
結
果
」
を
考
慮
す
る
か 

（
以
上
本
誌
六
九
巻
二
号
）

　
　
　

⒟　

担
保
・
権
利
の
「
時
的
範
囲
」
及
び
「
設
定
者
」

　
　
　

⒠　

保
存
す
べ
き
担
保
・
権
利
の
類
型

　
　
　

⒡　

共
同
保
証
人
の
救
済

―
特
別
の
救
済
制
度
（
ス
イ
ス
債
務
法
四
九
七
条
三
項
、
五
〇
四
条
）
の
導
入
の
意
義

�

（
以
上
本
誌
六
九
巻
四
号
）

　
　

⑤　

効
果
論
の
原
理
部
分
と
そ
の
変
化

―
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
の
性
質
・
位
置
付
け
か
ら

　
　
　

⒜　

効
果
の
発
生
方
式

―
保
証
人
に
よ
る
主
張
・
抗
弁
の
要
否

　
　
　

⒝　

効
果
の
内
容
・
性
質

―
免
責
・
損
害
賠
償
・
拒
絶
権

　
　
　

⒞　

免
除
特
約
の
効
果

―
保
証
人
に
よ
る
権
利
放
棄
の
可
否
、
解
釈
に
よ
る
権
利
放
棄
の
制
限
、
強
行
規
定
の
導
入

　

�

（
以
上
本
号
）

七　

む
す
び

―
「
債
権
者
の
注
意
義
務
」
の
視
点
か
ら
の
分
析

　

⑤　

効
果
論
の
原
理
部
分
と
そ
の
変
化

―
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
の
性
質
・
位
置
付
け
か
ら

　
　

⒜�　

効
果
の
発
生
方
式

―
保
証
人
に
よ
る
主
張
・
抗
弁
の
要
否

　

債
権
者
が
保
証
人
に
対
す
る
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
か
、
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
の

か
。
そ
れ
と
も
保
証
人
に
よ
る
主
張
が
必
要
か
。
も
し
主
張
を
要
す
る
と
す
れ
ば
、
債
権
者
の
請
求
に
対
す
る
抗
弁
と
し
て
主
張
す
る

の
か
。
保
証
人
は
ど
の
よ
う
な
内
容
の
主
張
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
。

　

法
が
保
証
人
に
与
え
る
利
益
と
し
て
、
訴
権
譲
渡
の
利
益
が
あ
っ
た
。
も
し
保
証
人
が
弁
済
を
す
れ
ば
、
債
権
者
が
有
す
る
全
て
の

権
利
・
訴
権
・
抵
当
権
、
主
た
る
債
務
者
等
に
対
す
る
権
利
に
代
位
す
る
こ
と
を
、
債
権
者
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
利
益
で
あ
る
。

担保保存義務に関する一考察3
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そ
れ
で
は
、
債
権
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
の
債
務
者
に
対
す
る
訴
権
を
譲
渡
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
保
証
人
の
免
責
効
果
は

法
律
上
当
然
に
発
生
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
⒤
ポ
テ
ィ
エ
は
、
債
権
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
保
証
人
に
訴
権
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
は
、
訴

権
譲
渡
の
「
抗
弁
」
に
よ
っ
て
、
債
権
者
の
請
求
を
「
拒
む
」
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
解
釈
を
展
開
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
共
同
保
証

の
場
合
は
、
債
権
者
が
共
同
保
証
人
の
一
人
を
免
除
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
免
除
を
受
け
た
保
証
人
に
対
す
る
訴
権
を
他
の
保
証
人
に

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
、
債
権
者
は
、
訴
権
の
譲
渡
が
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
他
の
保
証
人
が
求
償
す
る
こ
と
が
で

き
た
範
囲
に
つ
い
て
、
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
に
よ
っ
て
、
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
解
さ
れ
た
（
仏
古
法
）（
本
稿
三
⑴
②
）。

　

一
方
、
ⅱ
注
釈
学
派
は
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
訴
権
譲
渡
の
義
務
か
ら
、
過
失
の
あ
る
債
権
者
に
対
す
る
「
永
久
的
抗
弁
」
を
生
み

出
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
特
に
債
権
者
が
債
権
の
取
り
立
て
等
に
お
け
る
過
失
に
よ
っ
て
訴
権
の
譲
渡
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

保
証
人
は
給
付
「
拒
絶
権
」
に
基
づ
く
反
論
が
認
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
ⅲ
後
期
普
通
法
に
お
い
て
、
保
証
人
の
免
責
を
、
次
の
よ
う

に
根
拠
付
け
る
説
が
登
場
し
た
。
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
認
め
ら
れ
て
い
た
検
索
の
利
益
の
効
果
か
ら
、
債
権
者
が
自
己
の
過
失
に
よ
っ

て
主
た
る
債
務
者
か
ら
弁
済
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
す
る
説
が
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
場

合
、
検
索
の
抗
弁
は
、
延
期
的
抗
弁
で
は
な
く
永
久
的
抗
弁
で
あ
る
と
さ
れ
た
（
本
稿
四
⑴
①
）。
こ
の
よ
う
に
、
免
責
効
果
を
め
ぐ
る

解
釈
の
展
開
に
よ
っ
て
、
そ
の
抗
弁
を
認
め
る
判
断
を
す
る
た
め
に
当
事
者
に
よ
る
「
援
用
」
が
必
要
か
ど
う
か
、
そ
の
抗
弁
は
そ
の

権
利
の
実
行
を
阻
止
す
る
主
張
か
、
債
権
者
の
権
利
の
有
無
に
影
響
を
与
え
る
も
の
か
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
免
責
効
果
を
め
ぐ
る
萌
芽
的
解
釈
の
展
開
を
受
け
て
、
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
・
ド
イ
ツ
民
法
な
ど
の
近
代
法
に

お
い
て
、
免
責
効
果
及
び
そ
の
発
生
方
式
が
さ
ら
に
明
確
に
な
っ
て
い
く
。

　

ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
有
す
る
権
利
を

取
得
す
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
弁
済
を
引
き
受
け
る
契
約
を
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
が
そ
の
権
利
及
び
抵
当
権
に
保
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証
人
を
代
位
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
し
、こ
れ
を
受
け
て
成
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
七
条（
現

行
二
三
一
四
条
）
も
、「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
及
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た
め

に
で
き
な
い
と
き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
そ
れ
で
は
、
免
責
の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
の
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
、
同
条
の
要
件
を
充
足
し
て
も
、
免
責
の
効
果
は
法
律
上
当
然
に
は
発
生
し
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
債
権
者
の
請
求

に
対
し
て
、
保
証
人
は
「
抗
弁
」
と
し
て
免
責
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
か
ら
請
求
を
受
け
る
前
に
、

免
責
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
訴
権
譲
渡
の
抗
弁
に
由
来
す
る
方
式
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
近
時
、
免
責
の
確
認
請
求
を
認

め
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
有
力
説
が
あ
る
（
本
稿
三
⑶
③
ⅱ
）。

　

ま
た
、
ス
イ
ス
債
務
法
五
〇
三
条
一
項
（
一
九
四
一
年
法
）
は
、「
債
権
者
が
、
保
証
の
引
受
の
際
に
存
在
し
た
、
ま
た
は
主
た
る
債

務
者
に
よ
っ
て
そ
の
後
に
獲
得
さ
れ
か
つ
個
別
に
被
保
証
債
権
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
物
的
担
保
ま
た
は
そ
の
他
の
担
保
及
び
優
先
権

を
保
証
人
の
不
利
益
に
減
少
さ
せ
る
場
合
、
保
証
人
の
責
任
は
、
損
害
が
そ
の
減
少
額
よ
り
少
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
そ

の
減
少
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
。
不
当
利
得
の
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。
保
証
人
は
、
債
権
者
が
担
保
保
存

義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
、
そ
の
債
権
者
か
ら
請
求
を
受
け
た
と
き
、「
抗
弁
」（Einrede

）
と
し
て
、
そ
の
責
任
の
減
額
を
主
張
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
同
条
一
項
一
文
）。
保
証
人
が
自
己
に
免
責
の
抗
弁
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
債
権
者
に
弁
済
し
た
場
合
に
は
、
不
当

利
得
の
返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
一
項
二
文
）（
本
稿
五
⑶
②
ⅲ
）。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
担
保
を
保
証

人
の
不
利
益
に
減
少
さ
せ
た
こ
と
、
ど
の
範
囲
に
お
い
て
担
保
が
減
少
し
た
か
を
証
明
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
損
害
が
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
損
害
額
が
そ
れ
よ
り
少
な
い
こ
と
の
証
明
は
、
債
権
者
が
負
う
。

　

さ
ら
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
に
お
い
て
は�

⒤
一
三
六
四
条
は
、「
保
証
人
は
、
債
権
者
が
弁
済
を
請
求
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い

て
も
、
債
務
者
の
弁
済
期
の
経
過
に
よ
っ
て
、
免
責
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
保
証
人
は
、
債
務
者
の
同
意
を
得
て
保
証
し
た
場
合
に
は
、

債
務
者
に
担
保
の
提
供
を
請
求
す
る
権
限
を
有
す
る
。
債
権
者
も
、
債
権
の
取
立
て
を
怠
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
人
が
損
害
を
負
う

担保保存義務に関する一考察5
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限
り
に
お
い
て
、
保
証
人
に
対
し
て
責
め
を
負
う
。」
と
規
定
す
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
責
任
は
、
債
権
者
が
債
務
の
弁
済
期
後
に
そ
の

履
行
を
請
求
し
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
消
滅
し
な
い
（
同
条
一
文
）。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
保
証
人
は
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
、
債
権
者
に
そ
の
債
権
の
取
立
て
を
義
務
付
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
っ
と
も
、
債
権
者
の
債
権
の
取
立
て
に
お
け
る
懈
怠
が

あ
る
と
保
証
人
の
求
償
権
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
保
証
人
の
保
護
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
保
証
人
は
、
懈
怠

の
あ
る
債
権
者
に
対
し
て
、
そ
の
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
二
文
）、
と
さ
れ
る
。
⒜
債
権
者
か
ら
訴
え

を
提
起
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
証
人
は
、
そ
れ
に
対
し
て
債
権
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
「
抗
弁
」（Einrede

）
と
し
て
主
張

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
債
権
者
が
保
証
人
に
訴
求
し
た
時
点
に
お
い
て
す
で
に
、
主
た
る
債
務
者
が
支
払
不
能
に
陥
っ
て
お
り
保
証
人

の
求
償
が
不
成
功
に
終
わ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
⒝
保
証
人
は
、
損
害
が
事
後
に
判
明
す
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
債
権
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請
求
の
「
訴
え
」
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
債
権
者
が
懈
怠
し
た
こ
と
の
証
明

責
任
、
ま
た
、
主
た
る
債
務
者
は
債
権
者
に
よ
る
遅
滞
が
な
け
れ
ば
弁
済
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
債
権
者
に
よ
る
保
証
人
へ
の
適

時
の
請
求
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
保
証
人
の
求
償
権
は
効
を
奏
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
（
因
果
関
係
）
の
証
明
責
任
は
、
保
証
人
が
負
う（
本

稿
六
⑵
②
⒜
）。
ま
た
、
ⅱ
一
三
六
〇
条
は
、「
債
権
者
は
、
保
証
の
履
行
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
保
証
以
外
に
、
主
た
る
債
務
者
ま
た

は
第
三
者
に
よ
っ
て
物
的
担
保
が
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
定
め
ら
れ
た
手
順
に
従
っ
て
保
証
人
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
保
証
人
は
、
同
条
に

基
づ
い
て
、
そ
の
物
的
担
保
を
求
償
権
の
満
足
を
得
る
た
め
に
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
債
権
者

に
対
し
て
請
求
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
通
説
）。
⒜
保
証
人
は
、「
訴
え
」
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
右
損
害
賠
償
請
求
権
を
行

使
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
⒝
債
権
者
か
ら
支
払
の
請
求
を
受
け
た
場
合
に
は
、
保
証
人
は
、
そ
の
請
求
に
対
し
て
「
抗
弁
」（Einrede

）

を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
な
お
、
損
害
を
生
じ
る
債
権
者
の
行
為
、
放
棄
さ
れ
た
担
保
物
権
の
価
値
に
つ
い
て
の
証
明
は
、
保
証

人
に
課
さ
れ
る
（
本
稿
六
⑵
③
）。
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最
後
に
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
は
、
債
権
者
が
主
た
る
債
権
に
付
加
さ
れ
そ
の
担
保
に
供
さ
れ
た
従
た
る
権
利
（
優
先
権
、
質
権
及
び
他

の
保
証
人
に
対
す
る
権
利
）
を
放
棄
し
た
場
合
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
弁
済
を
受
け
た
際
に
そ
の
権
利
が
保
証
人
に
移
転
し
そ
れ
か
ら

賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
範
囲
に
お
い
て
、
債
務
を
免
れ
る
と
し
（
第
一
草
案
六
七
九
条
、
第
二
草
案
七
一
五
条
）（
本
稿
四
⑵
）、
こ

れ
を
受
け
て
成
立
し
た
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
一
文
は
、「
債
権
者
が
債
権
と
結
合
す
る
優
先
権
、債
権
の
た
め
に
存
す
る
抵
当
権
若
し

く
は
船
舶
抵
当
権
、
債
権
の
た
め
に
存
す
る
質
権
ま
た
は
共
同
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
場
合
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た

そ
の
権
利
か
ら
七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に
お
い
て
責
め
を
免
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
も
っ

と
も
、
同
条
一
文
に
よ
る
免
責
の
効
果
は
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
権
利

消
滅
的
「
抗
弁
」（Einw

endung
）
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
保
証
人
が
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
を
知
ら
ず
に
そ
の
債
務

を
履
行
し
た
場
合
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
担
保
権
等
か
ら
七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に

お
い
て
、
債
権
者
に
対
し
て
「
返
還
請
求
権
」
を
有
す
る
と
解
さ
れ
る
（
本
稿
四
⑶
③
ⅱ
）。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ⅰ
債
権
者
が
保
証
人
に
対
す
る
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
免
責
効
果
は
、
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
で
は
な
く
、

保
証
人
の
「
抗
弁
」
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
免
責
効
果
の
発
生
に
つ
い
て
抗
弁
方
式
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
関
す
る
緻

密
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
効
果
の
制
度
設
計
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。�

ⅱ
保
証
人
に
よ
る
抗
弁
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
発
生
す
る
の
か
。
⒜
そ
の
抗
弁
は
、
債
権
者
に
は
権
利
が
存
在
す

る
が
、
債
権
者
が
権
利
を
行
使
で
き
な
い
状
態
に
す
る
「
拒
絶
権
」
を
保
証
人
に
与
え
る
効
果
を
有
す
る
の
か
。
⒝
そ
れ
と
も
、
そ
の

抗
弁
は
、
債
権
者
の
権
利
自
体
を
「
排
除
」
す
る
効
果
ま
で
有
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
右
⒜
の
よ
う
に
、
保
証
人
が
有
す
る
の
は
拒

絶
権
の
み
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ア
保
証
人
は
、
債
権
者
の
権
利
行
使
に
は
根
拠
が
な
い
と
し
て
、「
一
時
的
に
」
拒
絶
で
き
る
に
す
ぎ
な

い
の
か
、
イ
そ
れ
と
も
、
そ
の
抗
弁
は
、
再
抗
弁
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
失
う
ま
で
、
そ
の
権
利
行
使
を
「
永
続
的
に
」
拒
絶
で
き
る

主
張
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
右
⒝
の
よ
う
に
、
そ
の
抗
弁
は
、
債
権
者
の
権
利
自
体
を
排
除
す
る
効
果
ま
で

担保保存義務に関する一考察7
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有
す
る
な
ら
ば
、
一
旦
有
効
に
成
立
し
た
権
利
を
事
後
的
に
「
消
滅
」
さ
せ
る
効
果
ま
で
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
義
務
違
反
に
よ
っ

て
発
生
す
る
効
果
は
、
沿
革
的
・
比
較
法
的
に
一
様
で
は
な
い
。
債
権
者
の
負
う
義
務
の
性
質
が
問
題
と
な
る
（
後
述
七
⑤
⒝
）。
ⅲ
右

⒜
及
び
⒝
の
抗
弁
は
、
保
証
人
に
よ
っ
て
「
援
用
」
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
権
利
行
使
を
阻
止
す
る
事
情
と
し
て

訴
訟
に
お
い
て
「
職
権
」
で
考
慮
さ
れ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

　

一
方
、
日
本
民
法
に
お
い
て
は
、
保
証
人
等
は
、
債
権
者
が
担
保
を
喪
失
・
減
少
さ
せ
た
と
き
、「
法
律
上
当
然
に
」
免
責
さ
れ
る

（
五
〇
四
条
）
と
解
さ
れ
て
い
る
（
通
説
・
判
例
）。
し
か
し
、
免
責
請
求
の
要
否
を
め
ぐ
る
議
論
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
当
初
は
、
当

然
免
責
主
義
が
採
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
⒤
現
に
、
旧
民
法
時
代
の
学
説
に
お
い
て
は
、
免
責
請
求
方
式
の
意
義
が
評
価
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
初
期
の
判
例
に
は
、「
担
保
物
減
少
ニ
因
ル
免
責
ノ
『
抗
弁
』
ヲ
以
テ
債
権
者
ノ
請
求
ニ
対
抗
ス
ル
保
証
人
ハ
其
担
保
物
減

少
ノ
程
度
ヲ
定
メ
其
程
度
ニ
相
当
ス
ル
弁
済
ノ
責
ヲ
免
レ
ン
ト
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
」（
大
判
明
治
三
五
年
一
〇
月
二
日
民
録
八
輯

七
頁
）
と
し
、
免
責
請
求
方
式
を
維
持
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
保
証
人
は
、
担
保
物
の
減
少
に
よ
っ
て

当
然
に
免
責
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
免
責
の
「
抗
弁
」（
抗
弁
に
よ
る
免
責
請
求
）
に
よ
っ
て
債
権
者
の
請
求
に
対
抗
し
、
そ
の
担
保
物

の
減
少
の
程
度
を
定
め
、
そ
の
程
度
に
相
当
す
る
弁
済
の
免
責
を
主
張
で
き
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
る
（
拙
稿
「
担
保
保
存
義
務
に
関
す

る
一
考
察

―
判
例
・
学
説
の
推
移
（
一
）」
岡
法
五
六
巻
二
号
五
頁
、
九
頁
、
一
一
頁
）。
さ
ら
に
、
ⅱ
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て

も
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ
る
。
⒜
旧
民
法
は
「
免
責
ヲ
請
求
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
裁
判
所
に
免
責
を
請
求
す
る
方
式
を
と
り
、

当
然
に
は
免
責
は
得
ら
れ
な
い
と
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
債
権
者
が
担
保
を
喪
失
ま
た
は
減
少
し
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て
代
位
者
の

権
利
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
非
常
に
後
順
位
の
担
保
で
あ
っ
て
担
保
が
あ
っ
て
も

な
く
て
も
同
じ
よ
う
な
場
合
や
、担
保
が
減
少
し
た
場
合
で
も
残
り
が
充
分
の
担
保
で
あ
る
と
き
は
、当
然
に
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
は
不
都
合
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
裁
判
所
に
請
求
し
て
裁
判
所
が
そ
の
事
情
を
よ
く
調
べ
て
免
責
の
可
否
を
判
断
す
る
と
さ
れ
て
い

る
と
説
明
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
⒝
富
井
委
員
は
、
旧
民
法
の
右
規
定
は
こ
の
よ
う
な
精
神
で
あ
ろ
う
と
思
う
と
し
な
が
ら
、
し
か
し
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こ
の
点
に
つ
い
て
、
い
ち
い
ち
裁
判
所
に
請
求
す
る
の
は
極
め
て
煩
わ
し
い
と
し
て
、
き
っ
ぱ
り
と
「
償
還
ヲ
受
ケ
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル

限
度
ニ
於
テ
其
責
ヲ
免
カ
ル
」
と
規
定
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
ド
イ
ツ
民
法
草
案
に
お
い
て
、
保
証
に
関
し
て
ほ
ぼ
似
た
規
定
が
あ

る
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
修
正
案
理
由
は
、
担
保
の
喪
失
又
は
減
少
に
よ
っ
て
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
が
確
実
で
あ
る
以
上
は
、
そ
の
不
能
の
限
度
に
お
い
て
直
ち
に
免
責
の
結
果
を
生
ず
べ
き
と
し
た
と
説
明
し
た
（
拙
稿
「
担
保
保
存

義
務
に
関
す
る
一
考
察

―
民
法
第
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
を
中
心
に
」
岡
法
五
六
巻
一
号
三
六
頁
以
下
）。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案

が
当
然
免
責
主
義
を
と
っ
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
根
拠
は
な
い
。
ま
た
、
先
述
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
一
文

に
よ
る
免
責
の
効
果
は
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
権
利
消
滅
的
抗
弁
に
よ

る
と
さ
れ
る
。
ⅲ
こ
の
よ
う
な
紆
余
曲
折
を
経
て
成
立
し
た
の
が
、
五
〇
四
条
で
あ
る
。
同
条
は
、「
第
五
百
条
の
規
定
に
よ
り
代
位
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
者
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
債
権
者
が
故
意
又
は
過
失
に
よ
っ
て
そ
の
担
保
を
喪
失
し
、
又
は
減
少
さ
せ
た
と
き

は
、
そ
の
代
位
を
す
る
こ
と
で
き
る
者
は
、
そ
の
喪
失
又
は
減
少
に
よ
っ
て
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
限
度
に
お
い
て
、

そ
の
責
任
を
免
れ
る
。」
と
規
定
し
た
。
同
条
の
成
立
後
は
、
学
説
に
お
い
て
免
責
請
求
方
式
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
次
第
に
少
な
く
な

り
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
お
い
て
は
、
当
然
免
責
主
義
が
通
説
・
判
例
と
解
さ
れ
る
方
向
に
向
か
う
（
拙
稿
「
担
保
保
存
義
務
に
関
す

る
一
考
察

―
判
例
・
学
説
の
推
移
（
一
）」
岡
法
五
六
巻
二
号
九
頁
、
同
（
二
）・
岡
法
五
六
巻
三
・
四
号
三
九
三
頁
以
下
、
同
（
三
）・
五
七

巻
一
号
三
九
頁
）。
も
っ
と
も
、
当
然
免
責
主
義
の
正
当
性
を
根
拠
付
け
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
な
お
、
抗
弁
ま
た
は

援
用
を
待
っ
て
発
生
す
る
と
す
る
説
は
少
数
で
あ
る
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
拙
稿
・
同
（
八
）・
岡
法
五
八
巻
二
号
七
三
頁
）。

　

そ
れ
で
は
最
後
に
、
担
保
保
存
義
務
違
反
の
免
責
効
果
の
発
生
は
、
当
然
免
責
方
式
に
本
質
的
に
馴
染
む
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
⒤
担
保
保
存
義
務
制
度
の
「
沿
革
」
を
辿
る
と
、
債
権
者
が
自
己
の
行
為
に
よ
っ
て
他
の
債
務
者
に
対
す
る
訴
権
を
譲
渡
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
に
、
保
証
人
が
そ
の
債
権
者
か
ら
の
請
求
を
排
除
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
救
済
手
段
と
し
て
展
開
さ
れ
た
制
度
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
人
は
、
債
権
者
か
ら
請
求
を
受
け
た
場
合
、
訴
権
譲
渡
の
「
抗
弁
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
請
求
を
拒
絶
し
排
除

担保保存義務に関する一考察9
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す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
た
（
本
稿
三
⑴
四
⑴
）。
次
に
、
ⅱ
保
証
人
の
免
責
効
果
は
法
律
上
当
然
に
発
生
す
る
と
す
れ
ば
、
保
証

人
に
は
、
免
責
の
利
益
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
「
選
択
」
す
る
余
地
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
そ
の
債
権
者
と

の
関
係
や
取
引
上
の
事
情
に
よ
っ
て
は
、
保
証
人
は
免
責
を
主
張
し
な
い
方
が
よ
い
と
考
え
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
ⅲ
実
際
の
紛
争

に
お
い
て
は
、
担
保
の
放
棄
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
数
額
が
容
易
に
確
定
で
き
な
い

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
保
証
人
の
主
張
、
そ
れ
に
対
す
る
債
権
者
の
反
論
、
提
出
さ
れ
た
資
料
等
に
基
づ
い
て
判

断
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
償
還
で
き
な
く
な
っ
た
実
損
害
額
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
債
権
者
と
保
証
人
の
主
張
立

証
に
基
づ
く
分
析
・
判
定
が
必
要
と
な
る
。
ⅳ
担
保
の
喪
失
時
か
ら
弁
済
期
ま
で
に
担
保
価
格
に
変
動
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
、
担
保

の
喪
失
時
点
で
は
な
く
、
そ
の
担
保
が
本
来
で
あ
れ
ば
実
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
時
点
を
基
準
に
額
を
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
債
権

者
は
、
適
切
な
時
期
に
担
保
権
を
実
行
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
担
保
の
喪
失
・
減
少
に
よ
っ
て
法
律

上
当
然
に
免
責
の
効
果
が
発
生
し
、
そ
の
時
点
で
免
責
額
が
確
定
す
る
と
す
れ
ば
、
担
保
価
格
に
変
動
が
あ
っ
た
場
合
へ
の
対
応
が
問

題
と
な
る
。

　
　

⒝�　

効
果
の
内
容
・
性
質

―
免
責
・
損
害
賠
償
・
拒
絶
権

　

債
権
者
に
よ
る
義
務
違
反
に
よ
っ
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
発
生
す
る
の
か
、
免
責
の
み
か
、
そ
れ
以
外
の
効
果
は
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
か
。
履
行
の
請
求
や
強
制
執
行
は
可
能
で
あ
る
か
。
そ
の
効
果
の
発
生
す
る
範
囲
は
ど
う
か
、
そ
の
評
価
は
ど
の

時
点
で
な
さ
れ
る
か
。
債
権
者
が
負
う
義
務
の
性
質
と
そ
の
効
果
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
。

　

債
権
者
に
よ
る
義
務
違
反
の
効
果
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
ⅰ
⒜
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
三
一
四
条
は
、「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債

権
者
の
権
利
、
抵
当
権
及
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た
め
に
で
き
な
い
と
き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。」
と
規
定
す

る
。
同
条
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
、
保
証
人
は
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
範
囲
で
「
免
責
」
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。

債
権
者
が
課
さ
れ
る
こ
の
義
務
は
、
消
極
的
な
義
務
で
あ
り
、「
強
制
執
行
等
」
の
強
制
力
を
保
証
人
に
与
え
る
性
質
の
も
の
で
は
な
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い
。
保
証
人
は
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
受
け
た
「
損
害
の
範
囲
」
で
免
責
さ
れ
る
。
喪
失
さ
れ
た
担
保
に
よ
っ
て
債
務
の
一
部
し

か
弁
済
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
免
責
額
は
そ
の
担
保
物
件
の
額
ま
で
で
あ
る
。
係
争
中
の
担
保
が
減
少
し
債
務
の
全
額
を
担
保
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
、
債
権
者
が
担
保
物
を
安
価
で
換
価
し
た
場
合
も
、
発
生
し
た
損
害
額
に
つ
い
て
の
み
免
責
さ
れ
る
。
共
同
保
証
人
の

免
除
の
場
合
、
請
求
を
受
け
た
保
証
人
は
、
共
同
保
証
人
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
の
み
免
責
さ
れ
る
。
そ
の
保
証
人
の
損
害
の
範
囲
を

負
担
部
分
と
解
し
て
い
る
。
損
害
額
の
算
定
基
準
時
は
、
債
務
者
の
「
不
履
行
時
」
で
あ
り
、
保
証
人
に
対
す
る
請
求
時
で
は
な
い
。

な
お
、
そ
の
制
度
の
根
拠
・
性
質
論
が
議
論
さ
れ
た
当
初
に
主
張
さ
れ
た
不
法
行
為
責
任
説
に
よ
る
と
、
二
三
一
四
条
は
、
保
証
人
が

保
証
引
受
時
に
期
待
し
て
い
た
諸
権
利
へ
の
代
位
が
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
不
能
と
な
り
求
償
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
、
保
証
人
に
損
害
賠
償
を
認
め
て
い
る
と
さ
れ
る
（
本
稿
三
⑶
①
ⅰ
③
ⅰ
④
ⅰ
）。
ま
た
、
⒝
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
一

文
は
、「
債
権
者
が
債
権
と
結
合
す
る
優
先
権
、
債
権
の
た
め
に
存
す
る
抵
当
権
若
し
く
は
船
舶
抵
当
権
、
債
権
の
た
め
に
存
す
る
質
権

ま
た
は
共
同
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
場
合
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
か
ら
七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に
お
い
て
責
め
を
免
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
こ
の
免
責
の
性
質
・
内
容
に
つ
い
て
、
通
説
的
見
解

は
、O

bliegenheit

違
反
に
よ
る
効
果
と
し
て
保
証
債
権
の
「
失
効
」
の
み
を
認
め
、
信
義
則
違
反
の
場
合
に
お
い
て
も
保
証
債
権
の

失
効
が
生
ず
る
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、O

bliegenheit

に
違
反
し
て
も
、「
履
行
の
請
求
」
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
保
証
債
権

が
失
効
す
る
範
囲
は
、
放
棄
さ
れ
た
担
保
権
等
か
ら
七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
と
さ
れ
、
債

権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
保
証
人
が
他
の
担
保
提
供
者
に
対
す
る
「
求
償
の
可
能
性
」
を
失
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ

る
。
一
方
、
近
時
の
有
力
多
数
説
に
は
、
七
七
六
条
は
担
保
の
保
存
及
び
換
価
に
関
し
て
保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
注
意
義
務
を
具

体
化
す
る
規
定
で
あ
り
、
同
条
に
お
け
る
保
証
人
の
権
利
は
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
あ
り
、
損
害
賠
償
の
範
囲
は
保

証
債
権
の
全
額
免
除
を
「
上
限
」
と
す
る
と
さ
れ
る
（
本
稿
四
⑶
①
ⅰ
②
ⅲ
③
ⅰ
）。
さ
ら
に
、
⒞
ス
イ
ス
債
務
法
五
〇
三
条
一
項
（
一

九
四
一
年
法
）
は
、「
債
権
者
が
、
保
証
の
引
受
の
際
に
存
在
し
た
、
ま
た
は
主
た
る
債
務
者
に
よ
っ
て
そ
の
後
に
獲
得
さ
れ
か
つ
個
別
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に
被
保
証
債
権
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
物
的
担
保
ま
た
は
そ
の
他
の
担
保
及
び
優
先
権
を
保
証
人
の
不
利
益
に
減
少
さ
せ
る
場
合
、
保

証
人
の
責
任
は
、
損
害
が
そ
の
減
少
額
よ
り
少
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
減
少
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
。
不
当
利
得
の

返
還
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
規
定
す
る
。
同
条
一
項
に
お
け
る
義
務
違
反
の
効
果
は
、
損
害
賠
償
責
任
（
旧
ス
イ
ス
債
務
法

五
〇
九
条
一
項
（
本
稿
五
⑴
③
））
で
は
な
く
、
権
利
の
「
失
効
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
同
条
一
項
に
お
け
る
義
務
は
、
債
権
者
の
保

証
人
に
対
す
る
一
般
的
な
注
意
義
務
で
は
な
く
、
保
証
人
に
対
す
る
誠
実
義
務
の
現
れ
で
あ
り
、O

bliegenheit

と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
保
証
人
の
責
任
は
、
損
害
が
担
保
の
減
少
額
よ
り
少
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
い
限
り
、
そ
の
減
少
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
（
同

条
一
項
）。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
は
債
権
者
が
担
保
を
保
証
人
の
不
利
益
に
減
少
さ
せ
た
こ
と
及
び
ど
の
範
囲
に
お
い
て
担
保
が
減
少

し
た
か
を
証
明
す
れ
ば
、
債
権
者
は
「
担
保
の
減
少
の
範
囲
」
に
お
い
て
そ
の
権
利
を
喪
失
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者
は
、
損

害
の
発
生
が
な
い
こ
と
、
ま
た
は
損
害
額
が
そ
れ
よ
り
少
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
保
証
人
は
、
損

害
賠
償
請
求
権
の
み
を
有
し
、
そ
の
請
求
権
の
額
に
応
じ
て
責
め
が
減
少
す
る
と
す
る
有
力
説
が
あ
る
（
本
稿
五
⑶
②
）。
な
お
、
五
〇

三
条
四
項
に
よ
る
と
、
保
証
人
は
、
免
責
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
す
で
に
な
さ
れ
た
給
付
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
、

債
権
者
に
帰
責
性
の
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
保
証
人
に
生
じ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
債
権
者
は
法

的
義
務
を
負
う
と
さ
れ
る
（
本
稿
五
⑶
①
ⅱ
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ⅱ
⒜
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
一
三
六
〇
条
但
書
は
、「
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限

を
有
し
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
同
条
但
書
に
お
け
る
効
果
に
つ
い
て
、
債
権
者
は
、
こ
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、「
損
害
賠
償

義
務
」
を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
物
的
担
保
か
ら
償
還
で
き
た
範
囲
に
お
い
て
免
責
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
物
的
担
保
を
求
償
権
の
満
足
を
得
る
た
め
に
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
債
権

者
に
対
し
て
請
求
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
通
説
）。
保
証
人
と
物
的
担
保
の
設
定
者
と
の
間
に
お
い
て
相
互
の
求
償
権
が
認
め
ら

れ
、
債
権
者
は
、
同
条
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
の
放
棄
さ
れ
た
物
的
担
保
に
最
終
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
負
担
部
分
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に
つ
い
て
責
め
を
負
う
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者
が
物
的
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
求
償
権
が
実
行
で

き
な
か
っ
た
限
り
で
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
と
す
る
説
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ
、O

bliegenheit

違
反
と
性
質
決
定
す
る
こ
と
で
、
こ

の
主
張
は
再
び
評
価
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
六
⑵
③
⒜
）。
ま
た
、
⒝
一
三
六
四
条
二
文
は
、「
債
権
者
も
、
債
権
の
取
立
て
を
怠
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
保
証
人
が
損
害
を
負
う
限
り
に
お
い
て
、
保
証
人
に
対
し
て
責
め
を
負
う
。」
と
規
定
す
る
。
債
権
者
に
懈
怠
の
あ
る
場
合
、

保
証
人
は
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
責
め
を
免
れ
ず
、
た
と
え
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
が
侵
害
さ
れ
ま
た
は
不
成
功
に
終
わ
っ
た
と

し
て
も
、
免
責
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
債
権
者
は
、
債
権
者
の
懈
怠
に
よ
っ
て
「
求
償
」
に
お
い
て
被
っ
た
損
害
に
つ
い

て
保
証
人
に
対
し
て
責
め
を
負
う
（「
損
害
賠
償
請
求
権
」）（
有
力
多
数
説
）。
し
か
し
、
こ
の
義
務
の
性
質
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
り
、

O
bliegenheit

違
反
に
よ
っ
て
、
保
証
請
求
権
の
「
失
効
」
な
い
し
一
部
失
効
が
生
じ
る
と
す
る
主
張
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
債
権
者

の
帰
責
性
を
原
則
と
し
て
要
件
と
す
る
な
ら
ば
、債
権
者
に
は
単
にO

bliegenheit

だ
け
で
は
な
く
真
正
の
法
的
義
務
が
課
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
そ
こ
か
ら
推
論
さ
れ
る
（
本
稿
六
⑵
②
⒜
）。

　

な
お
、
ⅲ
注
釈
学
派
に
よ
る
と
、
債
権
者
が
債
権
の
取
り
立
て
等
に
お
け
る
過
失
に
よ
っ
て
訴
権
の
譲
渡
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、

訴
権
譲
渡
の
義
務
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
永
久
的
抗
弁
に
よ
っ
て
、
保
証
人
は
給
付
「
拒
絶
権
」
に
基
づ
い
て
履
行
拒
絶
が
で
き
る
と
解

さ
れ
た
（
本
稿
四
⑴
①
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
違
反
に
よ
っ
て
発
生
す
る
効
果
は
、
沿
革
的
・
比
較
法
的
に
一
様
で
は
な
い
こ

と
が
窺
え
る
。
債
権
者
が
負
っ
て
い
る
の
は
、
法
的
義
務
で
は
な
くO

bliegenheit

で
あ
る
と
す
れ
ば
、O

bliegenheit

違
反
に
よ
る

効
果
は
、
保
証
債
権
の
失
効
に
と
ど
ま
り
、
損
害
賠
償
義
務
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
（
ド
イ
ツ
民
法
）（
ド
イ
ツ
法
系
も
類
似
の
解
釈
）、

履
行
の
請
求
も
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
一
方
、
債
権
者
に
も
義
務
が
課
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
消
極
的
な
義
務
に
と
ど
ま
る
と
す
れ
ば
、

強
制
執
行
等
の
強
制
力
を
保
証
人
に
与
え
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
）。
沿
革
的
・
比
較
法
的
に
は
、
義
務
の
性
質
と

効
果
と
が
連
動
し
、
債
権
者
の
負
う
義
務
の
性
質
が
問
題
と
な
る
。
な
お
、
比
較
法
的
に
は
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
を
め

担保保存義務に関する一考察13

一
三



ぐ
る
制
度
趣
旨
の
説
明
の
場
面
に
お
い
て
は
、
債
権
者
が
義
務
ま
た
は
責
務
を
負
う
と
表
現
す
る
場
合
が
あ
る
が
、
義
務
と
い
う
表
現

は
条
文
用
語
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
担
保
保
存
義
務
違
反
（
民
法
五
〇
四
条
）
に
よ
っ
て
、
債
務
ま
た
は
物
的
負
担
が
「
確
定
的

に
消
滅
」
し
、
し
か
も
そ
の
効
果
は
「
法
律
上
当
然
発
生
」
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
先
述
七
⑸
⒜
）。
し
か
し
、
担
保
保
存
義
務
違
反

の
効
果
に
つ
い
て
、
初
期
の
学
説
・
判
例
に
お
い
て
は
議
論
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
十
分
な
議
論
の
展
開
が
な
い
ま
ま
、
右
の
解

釈
が
通
説
化
し
て
い
く
。
免
責
額
の
判
定
基
準
時
に
つ
い
て
の
議
論
も
同
様
の
推
移
が
窺
え
る
。
も
し
担
保
の
喪
失
・
減
少
に
よ
っ
て

法
律
上
当
然
に
免
責
の
効
果
が
発
生
し
、
そ
の
時
点
で
免
責
額
が
確
定
す
る
と
す
れ
ば
、
継
続
的
取
引
に
対
応
で
き
る
か
が
問
題
と
な

る
。
例
え
ば
、
担
保
価
格
に
変
動
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
が
そ
う
で
あ
る
（
拙
稿
「
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察

―
判
例
・
学
説

の
推
移
（
二
）」
岡
法
五
六
巻
三
・
四
号
三
九
三
頁
以
下
）。

　
　

⒞�　

免
除
特
約
の
効
果

―
保
証
人
に
よ
る
権
利
放
棄
の
可
否
、
解
釈
に
よ
る
権
利
放
棄
の
制
限
、
強
行
規
定
の
導
入

　

保
証
契
約
は
、
片
務
契
約
で
あ
る
と
こ
ろ
、
ロ
ー
マ
法
以
来
長
い
年
月
を
か
け
て
、
債
権
者
に
義
務
な
い
し
責
務
を
課
す
こ
と
を
可

能
に
す
る
解
釈
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
債
権
者
の
義
務
ま
で
は
認
め
な
い
が
例
外
的
特
別
規
定
（
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六

条
）
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
証
人
の
保
護
策
が
図
ら
れ
て
き
た
（
本
稿
七
①
～
③
）。
と
こ
ろ
が
、
債
権
者
は
、
自
己
に
課
さ
れ

た
義
務
（
な
い
し
責
務
、
例
外
的
拘
束
）
を
「
免
除
す
る
特
約
」
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
証
人
に
そ
の
権
利
・
救
済
手
段
を�

「
放
棄
」
さ
せ
る
動
き
が
比
較
法
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
議
論
さ
れ
た
の
は
、
金
融
取
引
に
お
け
る

担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
、
特
に
「
約
款
」
に
よ
る
免
除
条
項
の
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
担
保
保
存
義
務
の
免
除
特
約
・
免
除

条
項
に
対
し
て
対
策
が
と
ら
れ
た
か
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
保
証
人
を
保
護
す
る
「
解
釈
」
は

ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
、
最
終
的
に
「
立
法
」
に
よ
る
対
応
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
か
。
保
証
人
の
保
護
策
の
「
原
理
部
分
」�

が
問
題
と
な
る
。
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ま
ず
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
ⅰ
初
期
の
学
説
等
に
よ
る
と
、
二
〇
三
七
条
（
現
行
二
三
一
四
条
）
は
、
保
証
人
の
代
位
権
に

基
づ
く
規
定
で
あ
り
、
合
意
に
よ
っ
て
事
前
に
代
位
の
利
益
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
訴
権
譲
渡
の
利
益
の
放

棄
、
い
わ
ゆ
る
免
除
特
約
の
問
題
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
の
継
続
的

取
引
に
お
い
て
は
、
担
保
を
解
除
し
た
り
新
た
な
債
権
に
担
保
を
付
け
替
え
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、

保
証
人
が
二
〇
三
七
条
に
よ
る
免
責
を
放
棄
し
て
い
れ
ば
、
債
権
者
は
自
由
に
担
保
を
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
免
除
特
約
は
担
保

の
運
用
に
お
い
て
有
益
な
た
め
、
銀
行
等
に
お
い
て
取
引
慣
行
化
し
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
免
除
特
約
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
免
除
特
約
は
保
証
契
約
内
に
「
事
前
に
記
載
」
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
実
際
に
は
、
免
除
特
約
は
見
る
こ
と
も
読
む

こ
と
も
さ
れ
ず
、
そ
の
内
容
も
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
多
く
の
場
合
、
免
除
特
約
に
署
名
す
る
の
は
「
非
専
門
家
」
で
あ
り
、
銀
行
等

に
対
し
て
署
名
を
拒
否
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
特
約
条
項
の
修
正
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。

ⅱ
こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
、
衡
平
に
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
有
効
性
の
制
限
を
試
み
た
。
免
除
特
約
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
重
い

非
行
」
の
あ
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、
保
証
人
は
免
責
を
主
張
で
き
る
と
解
し
た
。
ま
た
、「
錯
誤
」「
詐
害
」
の
意
思
等
に
よ
っ
て
、

保
証
人
の
免
責
を
認
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
、
専
門
知
識
・
交
渉
力
の
乏
し
い
保
証
人
が
十
分
に
保
護
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
ⅲ
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
さ
ら
に
、
立
法
に
よ
る
保
証
人
保
護
が
進
ん
だ
。
一
九
八
四
年
三
月
一
日
法
第
四
九

条
に
よ
っ
て
、
二
〇
三
七
条
（「
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
、
当
該
債
権
者
の
権
利
、
抵
当
権
お
よ
び
先
取
特
権
に
対
す
る
代
位
が
保
証
人
の
た

め
に
で
き
な
い
と
き
は
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。」）
に
、「
こ
れ
に
反
す
る
す
べ
て
の
条
項
は
記
載
さ
れ
な
い
も
の
と
み
な
す
。」
と
の
文

言
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
保
証
人
の
保
護
を
目
的
と
す
る
同
法
第
四
九
条
の
制
定
以
降
、
訴
権
譲
渡
の
利
益
を
契
約
に
よ
っ
て
放
棄
す

る
こ
と
は
「
無
効
」
と
さ
れ
、
二
〇
三
七
条
（
現
行
二
三
一
四
条
）
は
、
任
意
法
規
で
は
な
く
「
強
行
法
規
」
と
な
っ
た
（
な
お
、
二
三

一
四
条
を
「
法
律
上
の
失
権
」
で
あ
る
と
し
、
債
権
者
に
信
義
則
お
よ
び
衡
平
上
の
義
務
を
課
す
有
力
説
は
、
二
三
一
四
条
の
強
行
法
規
性
と
対

応
す
る
。）（
本
稿
三
⑶
①
ⅰ
③
ⅲ
）。
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こ
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
そ
の
他
の
近
代
法
に
先
駆
け
て
、
保
証
人
の
保
護
規
定
が
二
〇
三
七
条

に
導
入
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
当
初
は
、
訴
権
譲
渡
の
利
益
は
、
当
事
者
の
推
定
意
思
に
基
づ
く
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
放
棄
の

可
能
性
及
び
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
裁
判
例
）。
同
条
に
よ
る
保
証
人
保
護
は
、
近
時
ま
で
検
索
の
抗
弁
や
分
別
の
抗
弁
と
同
程

度
の
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
が
そ
の
放
棄
に
つ
い
て
関
心
を
示
す
こ
と
が
一
九
五
〇
年
代
ま
で

な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
深
刻
な
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
学
説
に
お
い
て
も
、
そ
の
放
棄
の
可
能
性
が
議
論
さ
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
講
学
上
の
仮
説
と
し
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、「
銀
行
等
」
に
よ
っ
て
免
除
特
約
が
書
式
化

さ
れ
、
実
務
上
急
速
に
普
及
し
取
引
慣
行
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
三
七
条
を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

免
除
特
約
の
取
引
慣
行
化
に
よ
っ
て
、
同
条
に
よ
る
保
証
人
保
護
の
「
空
洞
化
」
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
免
除
特
約
の

一
般
化
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
多
く
の
「
批
判
」
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
強
い
批
判
を
受
け
て
、
ま
ず
判
例

に
よ
っ
て
（
右
ⅱ
）、
免
除
特
約
の
有
効
性
を
制
限
す
る
解
釈
が
展
開
さ
れ
た
（
な
お
、
こ
の
判
例
法
理
は
改
正
法
施
行
「
前
」
に
締
結
さ

れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
保
証
人
保
護
の
意
義
を
有
す
る
。）。
し
か
し
、
判
例
に
よ
る
救
済
の
幅
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
理
論
面
に
つ
い
て

批
判
が
続
い
た
。
そ
こ
で
さ
ら
に
、
立
法
に
よ
る
保
証
人
保
護
に
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
に
な
り
、「
こ
れ
に
反
す
る
す
べ
て
の
条
項
は
記

載
さ
れ
な
い
も
の
と
み
な
す
。」
と
の
文
言
が
二
〇
三
七
条
（
現
行
二
三
一
四
条
）
に
追
加
さ
れ
た
（
右
ⅲ
）。
同
条
は
当
事
者
の
「
推
定

意
思
」
に
基
づ
く
も
の
と
従
来
は
解
さ
れ
て
お
り
、
改
正
前
に
お
い
て
は
「
公
序
（ordre�public

）」
で
は
な
か
っ
た
。
改
正
法
の
目
的

は
、
保
証
人
が
訴
権
譲
渡
の
利
益
の
放
棄
を
強
く
迫
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
化
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
銀
行
等
に
よ
る
免
除
特
約
の
設
定

要
求
か
ら
保
証
人
を
完
全
に
保
護
す
る
こ
と
に
あ
る
。
訴
権
譲
渡
の
利
益
の
放
棄
が
無
効
と
な
れ
ば
、
保
証
人
が
、
主
た
る
債
務
者
等

と
の
関
係
に
お
い
て
債
権
者
の
地
位
よ
り
も
「
劣
位
」
の
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
は
な
く
な
る
（
本
稿
三
⑶
①
ⅰ
③
ⅲ
注（
49
））。

　

ま
た
、
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
い
て
は
、
ⅰ
⒜
旧
五
〇
九
条
一
項
（
一
九
一
一
年
法
）
は
、「
債
権
者
は
、
保
証
人
に
対
し
て
、
保
証
の

引
受
の
際
に
存
在
し
た
他
の
担
保
、
ま
た
は
そ
の
後
に
獲
得
さ
れ
か
つ
専
ら
被
保
証
債
権
の
た
め
の
他
の
担
保
を
保
証
人
の
不
利
益
に
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減
少
さ
せ
る
場
合
、
ま
た
は
そ
の
有
す
る
証
拠
資
料
を
放
棄
す
る
場
合
、
責
め
を
負
う
。」
と
規
定
し
、
保
証
人
を
保
護
し
て
い
た
。

も
っ
と
も
、
同
条
一
項
は
、「
任
意
規
定
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
は
、
そ
の
抗
弁
を
事
前
に
放
棄
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
放
棄
は
、「
一
義
的
か
つ
明
確
に
」
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
予
め
印
刷
さ
れ
た

「
書
式
に
よ
る
広
範
に
及
ぶ
放
棄
」
に
つ
い
て
は
疑
問
だ
と
す
る
指
摘
が
す
で
に
見
ら
れ
た
。
⒝
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
保
証
人

は
、
特
別
な
危
険
を
負
っ
て
お
り
、
立
法
上
特
別
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
債
権
者
の
注
意
義
務
を
拡
大
・
強
化
す
る
改
正
が

な
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
四
九
二
条
四
項
（
一
九
四
一
年
法
）
で
あ
る
。
同
条
四
項
に
よ
っ
て
、

「
保
証
人
は
、
別
段
の
合
意
を
認
め
る
例
外
規
定
の
な
い
限
り
、
保
証
法
（
第
四
九
二
条－

第
五
一
二
条
）
に
お
い
て
保
証
人
に
与
え
ら

れ
た
権
利
を
事
前
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」
と
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
保
証
法
に
お
け
る
債
権
者
の
注
意
義

務
そ
の
他
の
多
く
の
重
要
規
定
は
、「
強
行
規
定
」
と
位
置
付
け
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
が
有
す
る
そ
の
権
利
を
事
前
に
放
棄

す
る
旨
の
約
定
が
な
さ
れ
て
も
「
無
効
」
と
な
る
。
ⅱ
⒜
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
い
て
比
較
法
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
共
同
保
証
人
」

を
救
済
す
る
特
別
の
制
度
の
導
入
で
あ
る
（
本
稿
七
④
⒡
）。
す
で
に
旧
四
九
七
条
三
項
（
一
九
一
一
年
法
）
は
、「
保
証
人
が
、
同
一
の

主
た
る
債
務
に
つ
き
他
の
保
証
人
も
責
め
を
負
う
と
い
う
債
権
者
に
認
識
可
能
な
前
提
に
お
い
て
、
保
証
を
引
き
受
け
た
場
合
、
保
証

人
は
、
こ
の
前
提
が
生
じ
な
い
と
き
は
、
免
責
さ
れ
る
。」
と
規
定
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
旧
法
に
お
い
て
は
、
保
証
人
は
、
前
提
と

さ
れ
た
他
の
保
証
人
が
崩
壊
し
た
場
合
で
も
責
め
を
負
う
旨
の
「
特
約
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
責
任
の
範
囲
も
合
意
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
改
正
四
九
二
条
四
項
（
一
九
四
一
年
法
）（
右
ⅰ
⒝
）
に
よ
っ
て
、
共
同
保
証
人
を
救

済
す
る
特
別
規
定
（
四
九
七
条
三
項
）
も
「
強
行
規
定
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
は
、
四
九
七
条
三
項
の
適

用
を
事
前
に
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
本
稿
五
⑴
③
⑶
①
ⅱ
②
ⅲ
③
ⅲ
）。

　

一
方
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
は
、「
債
権
者
が
債
権
と
結
合
す
る
優
先
権
、
債
権
の
た
め
に
存
す
る
抵
当
権
若
し
く
は
船
舶
抵
当

権
、
債
権
の
た
め
に
存
す
る
質
権
ま
た
は
共
同
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
場
合
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
か
ら
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七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に
お
い
て
責
め
を
免
れ
る
。
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
が
保
証
の
引

受
後
に
成
立
し
た
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
同
条
は
、「
任
意
規
定
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
保
証
人
は
同
条
に
よ
る
免
責
効
果
を
担
保
権
等
の
放
棄
の
前
ま
た
は
そ
の
後
に
お
い
て
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

担
保
権
等
の
放
棄
が
無
制
限
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
保
証
人
の
権
利
・
救
済
手
段
を
保
護
す
る
解
釈
が
、
判
例
・
学
説
に

よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
ⅰ
ま
ず
、
担
保
権
等
の
放
棄
は
保
証
契
約
の
「
内
容
を
変
更
」
す
る
合
意
で
あ
り
、「
書
面
」
に
よ
る
こ
と

を
要
す
る
（
七
六
六
条
一
文
）。
し
か
も
、
こ
の
場
合
に
、
保
証
人
が
免
責
を
主
張
す
る
こ
と
な
く
責
め
を
負
う
旨
の
意
思
表
示
が
あ
る

と
解
さ
れ
る
た
め
に
は
、
担
保
権
等
の
放
棄
に
対
す
る
保
証
人
の
「
明
示
の
同
意
」
が
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
な
お
、
明
示
的
な
放
棄

の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
は
、
保
証
人
の
意
思
表
示
の
解
釈
ま
た
は
諸
事
情
か
ら
、
放
棄
の
有
無
が
推
論
さ
れ
る
。
ⅱ
し
か
し
、
実
務

に
お
い
て
は
、
個
別
の
契
約
に
よ
っ
て
保
証
人
か
ら
担
保
権
等
の
放
棄
に
つ
い
て
同
意
を
と
る
方
式
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
書
式
」
を

用
い
て
包
括
的
に
放
棄
さ
せ
る
方
式
が
一
般
化
し
て
い
る
。
特
に
議
論
の
あ
る
の
は
、
銀
行
取
引
に
お
け
る
書
式
に
よ
る
担
保
権
等
の

放
棄
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
別
の
契
約
に
お
い
て
、
放
棄
す
る
担
保
権
等
を
指
定
し
た
上
で
、
保
証
人
の
同
意
を
と
る
方
式
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
書
式
に
記
載
さ
れ
た
担
保
権
等
を
、「
包
括
的
」
に
一
括
し
て
放
棄
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
保
証
人
は
、
保
証

契
約
締
結
に
際
し
て
、
他
の
担
保
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
し
そ
の
こ
と
を
期
待
し
て
保
証
を
引
き
受
け
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
包
括
的
放
棄
が
認
め
ら
れ
る
と
、
保
証
人
の
期
待
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
書
式
に
よ
る
包
括
的
放
棄
の
許
容
性

が
問
題
と
な
っ
た
。
⒜
従
来
の
判
例
に
よ
る
と
、
包
括
的
な
放
棄
条
項
の
あ
る
信
用
保
証
の
事
案
に
お
い
て
、
恣
意
的
で
保
証
人
の
不

利
益
と
な
る
処
分
は
許
さ
れ
な
い
が
、
担
保
権
等
の
換
価
に
際
し
て
和
解
等
の
処
分
を
行
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
経
済
的
に
意
味
の
あ
る

場
合
」
に
は
無
効
と
な
ら
な
い
と
解
す
る
も
の
が
あ
る
（
立
法
規
制
以
前
の
事
案
）。
担
保
の
処
分
を
原
則
と
し
て
認
め
、
信
用
取
引
に

お
け
る
担
保
の
操
作
等
の
必
要
性
を
一
定
の
範
囲
で
認
め
る
判
断
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
⒝
近
時
の
判
例
に
よ
る
と
、
包
括
的
な

書
式
に
よ
る
放
棄
は
、
信
義
則
に
反
し
て
保
証
人
に
「
不
当
な
不
利
益
」
を
与
え
る
と
し
、「
七
七
六
条
の
趣
旨
」
に
反
し
さ
ら
に
普
通
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取
引
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
（
現
行
・
民
法
三
〇
七
条
）
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
本
稿
四
⑶
③
ⅲ
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
ⅰ
ド
イ
ツ
の
金
融
実
務
に
お
け
る
担
保
の
放
棄
・
差
替
え
の
一
般
的
な
方
式
は
、
個
別
の
契
約
に
よ
っ
て
保
証
人
か

ら
そ
の
放
棄
に
つ
い
て
同
意
を
と
る
方
式
で
は
な
く
、
約
款
の
条
項
に
よ
っ
て
包
括
的
に
放
棄
さ
せ
る
方
式
で
あ
っ
た
。
訴
訟
に
お
い

て
も
、
担
保
の
放
棄
・
差
替
え
を
め
ぐ
る
主
な
紛
争
が
一
九
七
〇
年
代
以
降
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
包
括
的
な
担
保
の
放
棄
・
差

替
え
の
事
案
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
信
用
取
引
の
展
開
に
と
も
な
っ
て
、
金
融
機
関
は
、
主
た
る
債
務
者
と
の
継
続
的
な

取
引
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
に
、
担
保
の
操
作
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
金
融
機
関
（
債
権
者
）
は
、
担
保
の
放
棄
・
差
替

え
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
自
己
の
保
有
す
る
担
保
で
あ
り
「
債
権
者
の
自
由
」
の
範
囲
内
の
行
為
で
あ
る
か
ら
、
当
然
認
め
ら

れ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
担
保
の
放
棄
等
が
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
一
定
の

限
界
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
担
保
の
放
棄
等
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
は
、
金
融
取
引
の
要
請

に
対
応
す
る
判
断
基
準
が
必
要
と
な
る
。
ⅱ
と
こ
ろ
が
、「
信
用
取
引
」
に
お
け
る
主
な
保
証
は
、
不
特
定
の
入
れ
替
わ
る
債
務
に
つ
い

て
利
用
枠
を
認
め
る
取
引
で
あ
り
、
立
法
時
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
た
特
定
の
債
務
を
対
象
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ

の
よ
う
な
複
雑
な
信
用
取
引
に
対
応
す
る
判
断
基
準
は
、
そ
の
当
時
の
実
務
に
お
い
て
十
分
に
は
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
よ

う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
保
証
人
の
利
益
を
侵
害
す
る
恣
意
的
な
処
分
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
判
断
が
示
さ
れ
た
（
従
来
の
右
判
例
）。
し

か
し
、
恣
意
的
か
ど
う
か
だ
け
で
紛
争
に
対
応
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
恣
意
的
で
あ
る
こ
と
の
証
明
責
任
は
保
証
人
に
あ
り
、
保

証
人
側
が
恣
意
性
の
「
証
明
」
に
関
す
る
事
実
を
有
し
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
そ
の
後
、
包
括
的
な
書
式
に

よ
る
放
棄
は
、
信
義
則
に
反
し
て
保
証
人
に
不
当
な
不
利
益
を
与
え
る
と
し
て
無
効
と
す
る
判
断
が
登
場
す
る
（
近
時
の
右
判
例
）。
ⅲ

根
本
的
な
問
題
と
し
て
原
理
部
分
に
ま
で
遡
る
と
、
保
証
人
は
ど
こ
ま
で
責
任
を
引
き
受
け
て
契
約
し
た
か
（「
保
証
の
目
的
」）、
ま
た

そ
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
債
権
者
に
よ
る
担
保
の
放
棄
・
差
替
え
権
限
に
対
す
る
制
限
が
認
め
ら
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
保
証
人
の
利
益

は
通
常
は
動
機
に
と
ど
ま
る
が
、
保
証
人
の
利
益
の
中
に
は
契
約
の
要
素
と
解
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
保
証
人
は
要
素
と
な
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る
内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
効
と
な
っ
た
条
項
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
解
釈
に
よ
る
そ
の
補
充
も
必
要
と
な

る
。
約
款
に
お
け
る
担
保
の
放
棄
条
項
に
つ
い
て
も
、
保
証
人
は
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
担
保
の
放
棄
条
項
は
、

保
証
人
の
保
護
制
度
（
七
七
六
条
）
を
排
除
し
、
保
証
人
の
権
利
た
る
利
益
を
骨
抜
き
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、

担
保
の
放
棄
条
項
は
、
保
証
人
に
不
利
益
と
な
る
契
約
内
容
の
「
変
更
」
を
含
ん
で
お
り
、
保
証
の
本
質
的
な
目
的
に
反
す
る
と
し
て

制
限
を
受
け
る
と
解
さ
れ
る
。
ⅳ
保
証
の
目
的
は
、
主
た
る
債
務
者
の
信
用
を
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者

が
負
う
債
務
の
最
終
的
な
負
担
者
で
は
な
い
。
弁
済
し
た
保
証
人
は
、
単
独
で
責
任
を
負
う
場
合
や
最
終
不
足
額
支
払
保
証
人
と
し
て

責
任
を
負
う
場
合
は
別
と
し
て
、
通
常
は
、
そ
の
存
在
を
「
期
待
」
し
認
識
可
能
な
他
の
担
保
提
供
者
と
の
間
に
お
い
て
「
負
担
を
分

担
」す
る
関
係
に
あ
り
、
そ
れ
を
前
提
に
契
約
に
入
り
責
任
を
引
き
受
け
て
い
る
。
そ
れ
故
、
担
保
提
供
者
間
に
す
で
に
存
在
す
る
償
還

関
係
に
対
し
て
、
債
権
者
は
そ
の
同
意
な
し
に
介
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
七
六
九
条
、
七
七
四
条
）。
債
権
者
が

担
保
を
保
証
人
ま
た
は
他
の
担
保
提
供
者
に
譲
渡
し
、
そ
の
相
互
間
の
償
還
を
保
全
す
る
こ
と
は
、
債
権
者
の
「
義
務
」
と
し
て
そ
の

契
約
類
型
か
ら
当
然
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
保
証
人
の
期
待
す
る
担
保
を
債
権
者
が
保
全
す
る
こ
と
は
、
契
約
の

主
た
る
要
素
で
あ
り
、
約
款
に
お
け
る
条
項
に
よ
っ
て
一
方
的
に
変
更
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
ⅴ
も
し
そ
れ
に
反
し
て
、
債

権
者
が
一
方
的
に
そ
の
義
務
を
免
除
す
る
こ
と
を
約
款
に
よ
っ
て
要
求
す
る
な
ら
ば
、
契
約
類
型
上
存
在
す
べ
き
保
証
の
法
的
効
果
を

変
更
す
る
、
不
当
に
不
利
益
と
な
る
条
項
が
存
在
す
る
と
解
さ
れ
る
。
三
〇
七
条
一
項
は
、「
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る
条
項
は
、
そ
の

作
成
使
用
者
の
相
手
方
に
と
っ
て
信
義
則
に
反
し
て
『
不
当
に
不
利
益
』
で
あ
る
場
合
、『
無
効
』
で
あ
る
。
不
当
に
不
利
益
で
あ
る
こ

と
は
、
条
項
が
不
明
で
か
つ
理
解
で
き
な
い
場
合
に
も
生
ず
る
。」
と
規
定
し
、
さ
ら
に
、
同
条
二
項
一
号
は
、「
普
通
取
引
約
款
に
お

け
る
条
項
が
法
律
上
の
規
律
を
逸
脱
し
そ
の
『
本
質
的
な
趣
旨
』
と
相
容
れ
な
い
場
合
、
疑
問
の
あ
る
と
き
は
、
不
当
な
不
利
益
と
解

さ
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
が
保
証
人
の
利
益
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
一
方
的
に
担
保
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
の
条
項
は
、「
七
七
六
条
の
根
底
に
あ
る
本
質
的
趣
旨
」
に
反
し
、
三
〇
七
条
二
項
一
号
に
よ
り
無
効
と
解
さ
れ
る
。
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な
お
、
内
容
が
抽
象
的
で
要
件
等
が
不
明
な
条
項
が
問
題
と
な
る
場
合
も
あ
る
。
三
〇
五
条
ｃ
一
項
は
、「
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る

条
項
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
特
に
契
約
書
の
外
観
か
ら
、
そ
の
作
成
使
用
者
の
相
手
方
が
予
測
す
る
必
要
の
な
い
ほ
ど
通
常
と
は
異

な
る
場
合
、
そ
れ
は
契
約
の
要
素
と
な
ら
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
担
保
の
放
棄
の
要
件
が
多
義
的
で
明
確
で
な
い
よ
う
な
場
合
、
そ
の

条
項
は
契
約
の
要
素
と
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
（
本
稿
四
⑶
③
ⅲ
注（
19
））。

　

ま
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
一
三
六
〇
条
は
、「
債
権
者
は
、
保
証
の
履
行
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
保
証
以
外
に
、
主
た
る
債
務
者
ま

た
は
第
三
者
に
よ
っ
て
物
的
担
保
が
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
定
め
ら
れ
た
手
順
に
従
っ
て
保
証
人
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
し
か
し
、
同
条

は
、「
任
意
規
定
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
に
基
づ
く
保
証
人
の
保
護
を
排
除
す
る
特
約
が
見
ら
れ
、
そ
の
有
効
性
が

重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
実
際
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
銀
行
が
そ
の
債
権
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ

る
他
の
担
保
を
放
棄
し
て
も
、
保
証
人
の
責
任
に
は
変
化
が
な
く
そ
の
効
力
は
存
続
す
る
旨
を
定
め
た
保
証
の
「
書
式
」
に
お
け
る
条

項
の
効
力
で
あ
る
。
保
証
債
務
に
関
す
る
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
お
け
る
合
意
条
項
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
八
七
九
条

三
項
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
。
同
条
三
項
は
、「
相
互
の
主
た
る
給
付
を
構
成
し
な
い
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
含
ま
れ
る

規
定
は
、
当
該
諸
事
情
を
考
慮
し
て
、
相
手
方
に
著
し
い
不
利
益
を
与
え
る
場
合
に
は
、
無
効
で
あ
る
。」
と
規
定
す
る
。�

⒜
ま
ず
、

八
七
九
条
三
項
に
よ
る
効
力
制
限
が
及
ぶ
の
は
、「
相
互
の
主
た
る
給
付
を
構
成
し
な
い
」
約
款
・
契
約
書
式
に
お
け
る
規
定
で
あ
る

（
附
帯
的
条
項
）。
⒝
次
に
、
相
手
方
に
「
著
し
い
不
利
益
」
を
与
え
る
こ
と
が
要
件
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
保
証
人
に
著
し
い
不
利

益
を
与
え
る
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、
ま
た
、
そ
の
判
定
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
判
例
は
、
保
証
人
が

保
証
の
引
き
受
け
を
決
心
で
き
た
の
は
、
担
保
の
設
定
が
「
期
待
」
で
き
た
か
ら
で
あ
る
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
者
は
、
保

証
の
書
式
に
よ
る
条
項
に
お
い
て
、
債
権
者
が
そ
の
債
権
の
た
め
に
別
途
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ
る
い
か
な
る
担
保
を
放
棄
し

て
も
保
証
人
の
責
任
に
は
変
化
が
な
く
そ
の
効
力
が
存
続
す
る
旨
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
定
譲
渡
に
基
づ
い
て
保
証
人
に
移
転
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す
る
べ
き
担
保
を
自
己
の
判
断
に
よ
っ
て
放
棄
し
て
も
、
保
証
人
の
責
任
に
変
化
が
生
じ
な
い
旨
の
権
利
を
留
保
し
て
い
る
、
そ
の
結

果
、
一
三
六
〇
条
に
基
づ
く
保
証
人
の
保
護
は
排
除
さ
れ
、
保
証
人
の
弁
済
に
よ
る
法
定
譲
渡
は
「
そ
の
価
値
を
喪
失
」
し
て
い
る
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
項
は
、
八
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
「
無
効
」
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
一
三
六
〇
条
但
書
に
基
づ
く
保
証
人
の
保

護
が
剥
奪
さ
れ
れ
ば
、
保
証
人
の
法
的
地
位
が
一
方
的
に
悪
化
し
、
保
証
人
は
「
著
し
い
不
利
益
」
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
同
条
但

書
に
基
づ
く
保
証
人
の
保
護
は
ど
の
よ
う
な
「
性
質
」
を
有
す
る
も
の
か
、
本
来
、
一
方
的
に
剥
奪
で
き
る
性
質
の
も
の
か
、
八
七
九

条
三
項
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
判
例
は
、
⒜
保
証
人
の
担
保
設
定
へ
の
「
期
待
」
が
ど
の

程
度
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
期
待
が
「
保
証
契
約
締
結
の
重
要
な
考
慮
要
素
」
で
あ
っ
た
か
を
分
析
し
、
⒝
担
保
の
設
定
が
遵
守
さ
れ
て

い
る
か
否
か
の
「
情
報
」
に
ア
ク
セ
ス
し
確
認
で
き
た
の
は
だ
れ
か
、
情
報
提
供
・
通
知
・
説
明
す
べ
き
「
地
位
」
に
あ
っ
た
の
は
だ

れ
か
な
ど
の
諸
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
、
無
効
か
否
か
を
判
定
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
同
旨
・
学
説
）（
本
稿
六
⑵
③
⒜
）。

　

さ
ら
に
、
債
権
者
の
注
意
義
務
の
免
除
特
約
の
効
力
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
担
保
保
存
義
務
だ
け
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
い
。
債
権

者
は
、
保
証
人
に
対
す
る
そ
の
注
意
義
務
に
基
づ
い
て
、
債
務
者
の
遅
滞
及
び
支
払
不
能
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
、
保
証
人
が
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
知
ら
ず
、
そ
の
た
め
一
三
六
四
条
一
文
に
よ
っ
て
債
務
者
に
対
し
て
担
保
設
定
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
と
き
は
、
保
証
人
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
主
た
る
債
務
者
の
遅
滞
に
関
す
る
債
権
者
の
「
通
知
義
務
」
は
、
契

約
条
項
に
よ
っ
て
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
消
費
者
保
護
法
二
五
条
ｂ
二
項
等
の
場
合
は
除
く
。）。
そ
の
た
め
、
こ

の
場
合
に
も
「
免
除
特
約
」
の
効
力
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
保
証
人
が
主
た
る
債
務
者
に
対
し
て
も
情
報
請
求
権
を
行

使
で
き
な
い
場
合
、
ま
た
は
そ
の
行
使
に
不
当
な
困
難
を
伴
う
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
免
除
条
項
も
、
保
証
人
に
「
著
し
い
不
利
益
」

を
与
え
る
と
し
て
、
八
七
九
条
三
項
に
よ
り
そ
の
効
力
が
問
題
と
な
る
（
本
稿
六
⑵
②
⒜
）。

　

一
方
、
保
証
債
務
に
関
す
る
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
お
け
る
合
意
条
項
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
八
六
四
条
ａ
（「
不
意

打
ち
条
項
」）
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
場
合
も
あ
る
。
同
条
ａ
に
よ
る
と
、
約
款
・
書
式
に
お
け
る
「
異
常
な
条
項
」
は
、
保
証
人
に
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と
っ
て
「
不
利
益
な
」
内
容
で
あ
り
、
証
書
の
外
観
そ
の
他
の
事
情
か
ら
通
常
は
「
予
期
」
で
き
な
い
内
容
で
あ
る
場
合
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
債
権
者
か
ら
保
証
人
に
指
摘
が
な
い
限
り
、
保
証
契
約
の
要
素
た
る
「
内
容
と
な
ら
な
い
」（
一
方
、
先
述
の
八
七
九
条
三
項
に

お
い
て
は
無
効
か
否
か
が
問
題
と
な
る
。）。
明
示
的
な
説
明
・
指
摘
が
な
い
限
り
、
合
理
的
で
な
い
保
証
人
の
責
任
の
加
重
は
保
証
契
約

の
内
容
と
な
ら
な
い
。な
お
、同
条
ａ
は
、特
に
銀
行
取
引
に
お
け
る
約
款
・
書
式
に
よ
る
契
約
に
お
い
て
意
義
を
有
す
る（K

om
m
entar�

zum
�A

llgem
einen�bürgerlichen�Gesetzbuch,�herausgegeben�von�Peter�Rum

m
el,3.,�neubearbeitete�und�erw

eiterte�A
uflage,�2.�

Band,2002,�V
or�

§1360�Rz�5�（
＝Gam

erith�in�Rum
m
el

））。

　

こ
の
他
、
ⅰ
「
良
俗
違
反
」
に
よ
る
無
効
は
、
保
証
契
約
に
お
い
て
も
問
題
と
な
る
。
法
定
の
禁
止
事
項
ま
た
は
良
俗
に
反
す
る
契

約
は
、
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
八
七
九
条
一
項
）。
近
親
者
に
よ
る
保
証
契
約
の
良
俗
違
反
を
め
ぐ
る
問
題
は
そ
の

代
表
例
で
あ
る
。
判
例
は
、
債
権
者
（
銀
行
）
と
保
証
人
と
の
「
交
渉
力
」
に
不
均
衡
が
あ
り
、
債
務
額
が
保
証
人
の
「
資
力
」
を
は

る
か
に
超
え
て
お
り
、
保
証
人
が
「
決
定
の
自
由
」
が
十
分
で
な
い
状
態
に
お
い
て
契
約
を
締
結
し
、
債
権
者
が
こ
れ
ら
の
事
情
に
つ

い
て
「
認
識
可
能
」
で
あ
っ
た
場
合
、
良
俗
違
反
に
よ
り
、
保
証
債
務
は
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
（
暴
利
行
為
）。
保
証
契
約

の
「
内
容
・
成
立
」
に
つ
い
て
同
意
が
な
く
、
債
権
者
に
こ
れ
ら
の
事
情
に
つ
い
て
認
識
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
あ
る
こ
と

が
問
題
と
な
る
。
ⅱ
さ
ら
に
、
債
権
者
に
よ
る
「
権
利
濫
用
」
に
よ
る
保
証
責
任
の
追
及
が
争
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、

右
ⅰ
の
保
証
契
約
の
内
容
の
問
題
で
は
な
く
、
債
権
者
の
「
請
求
方
法
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
債
権
者
は
、
良
俗
に
反
す
る
方
法

に
よ
っ
て
保
証
人
に
故
意
に
損
害
を
与
え
る
場
合
、
そ
れ
が
権
利
の
行
使
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
保
証
人
を
侵
害
す
る
目
的
が
明

ら
か
で
あ
る
と
き
は
、
責
め
を
負
う
こ
と
に
な
る
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
一
二
九
五
条
二
項
）（Gam

erith�in�Rum
m
el,V

or�

§1360�Rz�

5a,5b

）。

　

な
お
、
消
費
者
が
保
証
契
約
等
の
当
事
者
の
場
合
、「
消
費
者
保
護
法
」
に
よ
る
保
護
も
問
題
と
な
る
。
⒜
消
費
者
が
共
同
債
務
者
・

保
証
人
ま
た
は
損
害
担
保
者
と
し
て
債
務
に
加
わ
る
場
合
、
債
権
者
は
、
債
務
者
が
弁
済
し
な
い
ま
た
は
完
済
し
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
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こ
と
を
認
識
し
ま
た
は
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
保
証
人
等
に
債
務
者
の
経
済
状
態
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事

業
者
が
「
情
報
提
供
」
を
怠
る
場
合
、
保
証
人
等
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
が
あ
っ
て
も
債
務
を
引
き
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
と
き
に
の

み
、
責
め
を
負
う
と
さ
れ
る
（
消
費
者
保
護
法（K

SchG

）二
五
条
ｃ
）。
⒝
さ
ら
に
、
消
費
者
が
保
証
人
等
の
場
合
、
裁
判
官
は
、
諸
般
の

事
情
を
考
慮
し
て
、
そ
の
債
務
が
給
付
能
力
と
不
均
衡
が
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
そ
の「
減
免
」を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る（
同
法

二
五
条
ｄ
）。保
証
人
等
に
よ
る
債
務
の
引
き
受
け
が
完
全
な
良
俗
違
反
に
は
至
っ
て
い
な
い
場
合
に
も
認
め
ら
れ
る（
本
稿
六
⑵
①
②
⒜
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
民
法
そ
の
他
の
近
代
法
に
先
駆
け
て
、
保
証
人
の
保
護
規
定
が
二
〇
三
七

条
に
導
入
さ
れ
た
。
ⅰ
同
条
は
、
初
期
及
び
中
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、「
任
意
法
規
」
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
免
除
特
約
の
設
定
が
可
能

で
あ
る
と
さ
れ
た
。
債
権
者
が
そ
の
放
棄
に
つ
い
て
関
心
を
示
す
こ
と
は
一
九
五
〇
年
代
ま
で
な
か
っ
た
た
め
、
実
際
に
深
刻
な
紛
争

が
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
学
説
に
お
い
て
も
、
そ
の
放
棄
の
可
能
性
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
講
学
上
の
仮
説
と

し
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
ⅱ
し
か
し
そ
の
後
、
金
融
取
引
の
展
開
に
よ
っ
て
、
免
除
特
約
は
担
保
の
運
用
に
お
い
て
有
益
で
あ
る

と
し
て
銀
行
等
に
お
い
て
取
引
慣
行
化
す
る
。
ⅲ
こ
れ
に
対
し
て
、
免
除
特
約
の
危
険
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
判
例
は
、
衡

平
に
反
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
有
効
性
の
制
限
を
試
み
た
。
免
除
特
約
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
重
い
非
行
の
あ
る
債
権
者
に
対
し
て
は
、

保
証
人
は
免
責
を
主
張
で
き
る
と
解
し
た
。
ま
た
、「
錯
誤
」「
詐
害
」
の
意
思
等
に
よ
っ
て
、
保
証
人
の
免
責
を
認
め
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
最
終
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
立
法
に
よ
る
保
証
人
保
護
に
踏
み
込
む
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
初
期
及
び
中
期
の
段
階
（
右
ⅰ
ⅱ
）
に
見
ら
れ
る
「
推
移
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
民

法
そ
の
他
に
お
い
て
も
類
似
の
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
規
定
は
任
意
法
規
と
さ
れ
、
そ
の
免
除
特

約
の
設
定
が
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
免
除
特
約
の
効
力
制
限
に
関
す
る
議
論
の
展
開
が
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

金
融
実
務
が
先
行
し
そ
の
独
走
を
許
す
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
、
免
除
特
約
の
危
険
性
に
対
し
て
、
⒜
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
右
ⅲ
の
よ
う
に
、
ま
ず
錯
誤
・
詐
害
の
意
思
等
の
よ
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う
な
解
釈
に
よ
る
対
応
が
試
み
ら
れ
た
が
、
⒝
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
、
約
款
を
め
ぐ
る
緻
密
な
解
釈
が
展
開
さ
れ

（
旧
ス
イ
ス
債
務
法
（
一
九
一
一
年
法
）
も
解
釈
に
よ
る
対
応
。）、
⒞
さ
ら
に
、
普
通
取
引
約
款
規
制
法
を
経
て
民
法
典
に
基
準
規
定
が
導

入
さ
れ
る
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
は
民
法
典
と
消
費
者
保
護
法
で
対
応
。）。
⒟
ス
イ
ス
債
務
法
（
一
九
四
一
年
法
）
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
一

九
八
四
年
法
）
よ
り
も
先
に
立
法
に
よ
る
強
行
法
規
の
導
入
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
免
除
特
約
の
危
険
性
に
対
す
る
対
応
「
類
型
」
に
は
、
複
数
の
段
階
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
中
に
は
、「
解
釈
」
に
よ
る
対
応
（
右
⒜
⒝
）、
そ
の
内
容
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
基
準
を
規
定
す
る
も
の
（
右
⒞
）、
さ
ら
に
強
行
法
規
で

あ
る
こ
と
を
「
法
定
」
す
る
も
の
（
右
⒟
）
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
右
の
解
釈
に
よ
る
対
応
に
は
、
民
法
の
基
本
的
枠
組
み
に
よ
る

対
応
（
右
⒜
）
と
、
普
通
取
引
約
款
の
書
面
要
件
等
を
め
ぐ
る
議
論
の
積
み
重
ね
に
基
づ
く
新
た
な
対
応
（
右
⒝
）
が
見
ら
れ
る
。
後

者
（
右
⒝
）
の
対
応
の
流
れ
は
、
書
面
要
件
を
課
し
た
上
で
、
法
律
規
範
の
根
底
に
あ
る
趣
旨
か
ら
契
約
内
容
を
分
析
し
、
証
明
の
負

担
等
も
考
慮
し
段
階
的
に
判
断
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
及
び
ス
イ
ス
債
務
法
は
、
立
法
に
よ
る
強
行
法
規
の
導
入
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ど
の

よ
う
な
事
情
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
歴
史
的
な
背
景
及
び
隣
接
制
度
の
要
因
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
ⅰ
二
〇
三
七
条
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
に
よ
る
と
、
保
証
人
は
、
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に

対
し
て
有
す
る
権
利
を
取
得
す
る
と
い
う
条
件
に
お
い
て
、
弁
済
を
引
き
受
け
る
契
約
を
し
て
い
る
。
保
証
人
は
、
代
位
が
で
き
な
け

れ
ば
、
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
「
確
実
な
求
償
手
段
」
を
有
し
な
い
。
債
権
者
は
、
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
保
証
人
を
代
位
で
き
な

く
し
た
場
合
、
保
証
人
に
対
し
て
請
求
す
る
資
格
を
有
し
な
い
。
債
権
者
は
、
自
ら
が
提
供
し
た
担
保
手
段
を
保
証
人
か
ら
奪
い
取
る

こ
と
は
「
禁
止
」
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
相
互
的
な
義
務
を
債
権
者
と
保
証
人
と
の
間
に
維
持
し
た
（
本
稿
三
⑵
①
）（
一
方
、
ド

イ
ツ
民
法
は
債
権
者
の
法
的
義
務
を
「
否
定
」
し
た
（
立
法
過
程
の
議
論
・
本
稿
四
⑵
①
）。）。
ⅱ
こ
の
議
論
（
右
ⅰ
）
と
関
係
し
て
、
保
証

人
の
求
償
手
段
の
沿
革
を
辿
る
と
、
代
位
は
す
で
に
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
求
償
手
段
と
し
て
重
要
な
機
能
を
有
し
た
の
に
対
し
て
、
求
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償
訴
権
の
展
開
は
遅
れ
る
。
共
同
保
証
人
間
に
お
い
て
、
求
償
訴
権
が
衡
平
に
よ
っ
て
生
ず
る
と
さ
れ
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
古
法
に
お
い

て
で
あ
り
、
人
的
な
求
償
権
が
正
式
に
認
め
ら
れ
る
の
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
二
〇
三
三
条
に
お
い
て
で
あ
る
。
後
期
普
通
法
に
お
い
て
も
、

共
同
保
証
人
間
に
は
原
則
と
し
て
求
償
権
が
な
い
と
さ
れ
た
た
め
、
訴
権
譲
渡
の
利
益
が
意
義
を
有
し
た
。
共
同
保
証
人
間
に
お
け
る

求
償
権
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
四
条
に
お
い
て
で
あ
る
（
拙
稿
「
共
同
保
証
人
間
に
お
け
る
求
償
と
代
位
」
名
城
四
六
巻

三
号
五
六
頁
以
下
）。
右
ⅰ
の
議
論
に
お
い
て
も
、
代
位
が
求
償
手
段
と
し
て
重
要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
保
証
人
に
よ
る
求
償
結
果
を
考
慮
す
る
解
釈
が
と
ら
れ
て
い
る
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
に
も

類
似
の
解
釈
が
見
ら
れ
る
（
本
稿
七
④
⒞
）。）。
ⅲ
さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
金
融
取
引
の
現
場
に
お
い
て
は
、
免
除
特
約
は
保
証
契
約
内
に

事
前
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
免
除
特
約
は
見
る
こ
と
も
読
む
こ
と
も
さ
れ
ず
、
そ
の
内
容
を
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
多
く

の
場
合
、
免
除
特
約
に
署
名
す
る
の
は
「
非
専
門
家
」
で
あ
り
、
銀
行
等
に
対
し
て
署
名
を
拒
否
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
特
約
条

項
の
修
正
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
例
は
そ
の
有
効
性
の
制
限
を
試
み
た
が
、
専
門
知
識
・
交
渉
力
の
乏
し

い
保
証
人
が
十
分
に
保
護
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、
立
法
（
一
九
八
四
年
法
）
に
よ
っ
て
保
証
人
保
護

が
導
入
さ
れ
る
（
本
稿
三
⑶
③
ⅲ
）。

　

ま
た
、
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
注
意
義
務
に
関
す
る
規
定
は
、
す
で
に
旧
ス
イ
ス
債
務
法
（
一
九
一
一
年
法
）
に
お

い
て
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
強
行
規
定
と
は
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
債
権
者
（
銀
行
）
は
、
保
証
人
が
担
保
保
存
義
務
等

の
保
証
人
保
護
手
段
を
主
張
す
る
こ
と
を
事
前
に
放
棄
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
ス
イ
ス
債
務
法
に
お
い
て
は
、
保

証
法
を
改
正
し
、
強
行
法
規
の
導
入
に
踏
み
込
ん
で
い
る
。
そ
の
当
時
の
ス
イ
ス
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
事
情
が
見
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ⅰ
ス
イ
ス
債
務
法
（
一
九
四
一
年
法
）
の
立
法
過
程
に
お
け
る
議
論
に
よ
る
と
、
保
証
人
に
対
す
る
「
立
法
上
の
特
別
な
配

慮
」
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
は
「
保
証
価
値
重
視
」
に
舵
を
き
る
（
立
法
過
程
・
本
稿
四
⑵
①
②
）。）。

そ
の
理
由
は
な
に
か
。
ま
ず
、
保
証
人
は
、
他
人
の
債
務
に
つ
い
て
責
め
を
負
っ
て
お
り
、
保
証
を
引
き
受
け
て
も
、
債
権
者
か
ら
反
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対
給
付
を
受
け
な
い
（
①
「
片
務
性
」）。
し
か
も
、
保
証
人
は
、
物
的
担
保
の
提
供
者
と
異
な
り
、
そ
の
「
全
財
産
」
が
責
任
財
産
と

さ
れ
る
。
次
に
、
保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
の
信
用
を
補
完
し
て
い
る
（
②
経
済
的
特
性
）。
債
権
者
は
、
唯
一
の
担
保
で
あ
る
保
証

を
当
て
に
し
て
、
主
た
る
債
務
者
に
信
用
貸
し
す
る
こ
と
が
多
い
。
物
的
担
保
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
換
価
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ

な
い
部
分
の
「
危
険
」
を
負
担
す
る
の
は
、
保
証
人
で
あ
る
。
債
権
者
は
、
保
証
が
な
け
れ
ば
自
ら
が
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険

を
、
保
証
人
に
転
嫁
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
保
証
人
は
、
主
た
る
債
務
者
か
ら
頼
み
込
ま
れ
て
「
親
切
心
」
か
ら
責
め
を
引

き
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
保
証
人
が
事
実
関
係
を
客
観
的
に
認
識
し
保
証
の
危
険
性
を
的
確
に
判
断
す

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。
保
証
契
約
書
に
つ
い
て
は
、
金
融
機
関
が
自
己
に
有
利
な
内
容
の
「
書
式
」
を
作
成
し
差
し
入
れ
ら
れ
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
保
証
人
が
そ
の
内
容
を
読
ん
で
理
解
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
と
さ
れ
る
（
③
「
軽
率
性
」）。
以

上
の
点
（
右
①
②
③
）
は
確
か
に
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ス
イ
ス
以
外
に
も
見
ら
れ
る
事
情
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、

当
時
の
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
、
保
証
に
よ
る
信
用
貸
し
が
「
諸
外
国
よ
り
も
一
般
化
」
し
、
保
証
を
め
ぐ
る
深
刻
な
問
題
が
生
じ
て
お

り
、
保
証
人
の
保
護
が
さ
ら
に
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
④
「
社
会
的
特
性
」）。
ⅱ
こ
の
よ
う
な
議
論
に
基
づ
い

て
、
ス
イ
ス
債
務
法
（
一
九
四
一
年
法
）
は
、
四
九
二
条
四
項
に
お
い
て
、「
保
証
人
は
、
法
律
上
異
な
る
定
め
の
な
い
限
り
、
本
節
（
保

証
）に
お
い
て
保
証
人
に
与
え
ら
れ
た
権
利
を
事
前
に
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」と
す
る
規
定
を
導
入
し
た（
本
稿
五
⑵
①
⑶
①
）。

　

そ
れ
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
免
除
特
約
に
関
す
る
議
論
は
ど
う
か
。
ⅰ
判
例
（
最
判
平
成
七
年
六
月
二
三
日
民
集
四
九
巻
六
号
一
七
三

七
頁
）
は
、「
債
権
者
の
右
行
為
が
、
金
融
取
引
上
の
通
念
か
ら
見
て
『
合
理
性
』
を
有
し
、
保
証
人
等
が
特
約
の
文
言
に
か
か
わ
ら
ず

正
当
に
有
し
、
又
は
有
し
得
べ
き
代
位
の
期
待
を
奪
う
も
の
と
は
い
え
な
い
と
き
は
、
他
に
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
債
権
者
が
右

特
約
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
信
義
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」
と
す
る
。
ⅱ
一
方
、
学
説
（
柚
木
説
・
我
妻
説
）
の
議
論
に
は
、
す
で
に
重
要
な
提
言
が
見
ら
れ
た
。
判
例
の
法
的
構
成
は
、

そ
の
学
説
の
主
張
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
ま
ず
、
弁
済
額
の
割
合
と
放
棄
さ
れ
た
担
保
物
の
価
格
の
割
合
と
が
「
調
和
」
す
る
場
合
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に
は
、
担
保
の
減
少
と
は
い
え
な
い
と
す
る
説
が
登
場
す
る
（
柚
木
説
・
昭
二
六
）。
さ
ら
に
、
一
部
弁
済
の
額
が
債
務
全
額
に
対
し
て

占
め
る
割
合
と
解
放
さ
れ
た
担
保
物
の
価
格
が
担
保
物
全
体
の
価
格
に
対
し
て
占
め
る
割
合
と
が
調
和
し
、
か
つ
債
権
者
の
予
想
が

「
経
済
界
の
一
般
常
識
」
に
反
し
な
い
場
合
に
は
、
債
権
者
の
故
意
・
過
失
に
よ
る
担
保
の
減
少
に
は
当
た
ら
な
い
と
す
る
説
が
主
張
さ

れ
る
（
我
妻
説
・
昭
三
九
）（
拙
稿
「
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察

―
判
例
・
学
説
の
推
移
（
五
）」
岡
法
五
七
巻
三
号
五
三
頁
以
下
）。�

ⅲ
た
だ
し
、
右
の
学
説
は
免
除
特
約
の
「
な
い
」
場
合
に
お
け
る
議
論
、
す
な
わ
ち
、
民
法
五
〇
四
条
自
体
の
議
論
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
判
例
法
理
は
免
除
特
約
の
「
あ
る
」
場
合
に
お
け
る
議
論
で
あ
る
。
戦
後
、
わ
が
国
の
実
務
事
情
か
ら
、
担
保
保
存
義
務
に
関
す

る
議
論
の
座
標
軸
は
免
除
特
約
論
に
転
換
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
担
保
保
存
義
務
論
は
免
除
特
約
論
に
取
り
込
ま
れ
、
免
除
特
約

論
に
投
影
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
拙
稿
・
前
掲
論
文
（
四
）
岡
法
五
七
巻
二
号
一
二
二
頁
以
下
）。
そ
の
結
果
、
免
除
特
約
論
と
五
〇
四

条
自
体
の
議
論
は
接
近
化
傾
向
が
み
ら
れ
、
重
な
る
部
分
が
多
い
。
免
除
特
約
に
関
す
る
議
論
の
蓄
積
は
、
そ
の
特
約
の
「
有
無
に
関

わ
ら
ず
」、
す
な
わ
ち
、
五
〇
四
条
自
体
の
議
論
に
も
応
用
で
き
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
（
拙
稿
・
前
掲
論
文
（
七
）
岡
法
五
八
巻
一

号
七
五
頁
）。

　

右
判
例
（
最
判
平
成
七
年
六
月
二
三
日
）
は
、「
債
権
者
の
右
行
為
が
、
金
融
取
引
上
の
通
念
か
ら
見
て
『
合
理
性
』
を
有
し
、
保
証

人
等
が
特
約
の
文
言
に
か
か
わ
ら
ず
正
当
に
有
し
、
又
は
有
し
得
べ
き
『
代
位
の
期
待
』
を
奪
う
も
の
と
は
い
え
な
い
と
き
は
、
他
に

特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、
債
権
者
が
右
特
約
の
効
力
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
信
義
則
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
権
利
の
濫

用
に
当
た
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」
と
し
、
債
権
者
の
行
為
の
「
合
理
性
」
に
加
え
て
保
証
人
等
の
正
当
な
「
代
位
の

期
待
」
を
考
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
改
正
民
法
五
〇
四
条
二
項
（
平
成
二
九
法
・
新
設
）
は
、「
前
項
の
規
定
は
、
債
権
者
が

担
保
を
喪
失
し
、
又
は
減
少
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
『
合
理
的
な
理
由
』
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
適
用
し
な
い
。」
と
し
、
保
証
人
等
の
正
当
な
「
代
位
の
期
待
」
と
い
う
文
言
は
そ
こ
に
は
な
い
。
ⅰ
⒜
も
っ
と
も
、
同
条
二
項

の
審
議
過
程
を
辿
る
と
、「
代
位
の
期
待
」
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
議
論
が
あ
り
変
遷
が
見
ら
れ
る
。
審
議
の
中
盤
ま
で
は
、
五
〇
四
条

岡　法（70―１） 28

二
八



の
趣
旨
は
代
位
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
代
位
の
期
待
の
保
護
に
あ
る
と
し
て
、「
た
だ
し
、
そ
の
担
保
の
喪
失
又
は
減
少
が
代
位

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
正
当
な
『
代
位
の
期
待
』
に
反
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
も
の
と
す
る
。」
と
表
現
さ
れ
て
い
た

（
部
会
資
料
五
五
・
四
三

－

四
四
頁
、
七
〇
Ａ
・
四
六
頁
）。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
審
議
に
お
い
て
、「
た
だ
し
、
そ
の
担
保
を
債
権
者
に

代
位
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
『
期
待
す
る
』
こ
と
に
つ
い
て
『
合
理
的
な
理
由
』
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。」
と
改
め
ら
れ
（
部
会
資
料
八
〇

－

一
・
二
〇
頁
）、
さ
ら
に
、
審
議
の
終
盤
に
お
い
て
、「
イ
の
規
定
は
、
そ
の
担

保
を
喪
失
し
、
又
は
減
少
さ
せ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
取
引
上
の
社
会
通
念
に
照
ら
し
て
『
合
理
的
な
理
由
』
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
は
、
適
用
し
な
い
。」
と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
た
（
部
会
資
料
八
三

－

一
・
四
一
頁
）。
仮
に
こ
の
表
現
の
変
更
に
は
内
容
の
変
更
を

も
た
ら
す
意
図
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
的
に
五
〇
四
条
の
根
底
に
あ
る
「
本
質
的
趣
旨
」
の
変
更
を
孕
む
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

⒝
ま
た
、
判
例
の
事
案
と
は
異
な
り
、
す
で
に
第
三
取
得
者
が
物
上
保
証
人
か
ら
物
件
を
取
得
し
た
後
に
担
保
の
喪
失
・
減
少
が
生
じ

た
場
合
は
、
担
保
の
喪
失
・
減
少
の
時
点
に
お
け
る
代
位
権
者
で
あ
る
第
三
取
得
者
と
債
権
者
と
の
間
に
は
担
保
保
存
義
務
免
除
特
約

が
存
在
し
な
い
た
め
、
判
例
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
免
除
特
約
の
効
力
が
生
ず
る
余
地
は
な
く
、
五
〇
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

金
融
実
務
は
、
こ
の
場
合
に
五
〇
四
条
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
と
見
る
。
し
か
し
、
第
三
取
得
者
の
出
現
時
点
に
よ
る

効
果
の
違
い
を
免
除
特
約
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
（
拙
稿
・
前
掲
論
文
（
七
）
岡
法
五
八
巻
一
号
七
五

－

七
六
頁
）。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
、
正
当
な
「
代
位
の
期
待
」
と
い
う
要
素
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
か
。
ⅱ
改
正
民
法
五
〇
四
条
二
項
に
お
け

る
証
明
責
任
は
、
判
例
の
場
合
と
は
異
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
実
質
的
に
差
は
生
じ
な
い
の
か
。
ⅲ
改
正
民
法
五
〇
四
条
一
項
一
文
は
、

「
弁
済
を
す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
代
位
権
者
」
と
い
う
。）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
債
権

者
が
『
故
意
又
は
過
失
』
に
よ
っ
て
そ
の
担
保
を
喪
失
し
、
又
は
減
少
さ
せ
た
と
き
は
、
そ
の
代
位
権
者
は
、
代
位
を
す
る
に
当
た
っ

て
担
保
の
喪
失
又
は
減
少
に
よ
っ
て
償
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
責
任
を
免
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。

担
保
保
存
義
務
違
反
に
お
け
る
故
意
・
過
失
の
「
内
容
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
通
常
の
義
務
違
反
の
場
合
と
同
じ
か
、
そ
れ
と
も
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異
な
る
も
の
が
あ
る
か
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
こ
の
よ
う
に
、
担
保
保
存
義
務
（
五
〇
四
条
）
に
関
す
る
重
要
な
複
数
の
論
点
が
、
担
保

保
存
義
務
の
免
除
特
約
論
に
投
影
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
（
わ
が
国
に
お
け
る
従
来
の
議
論
の
特
徴
）。

［
付　

記
］�　

担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
大
陸
法
を
中
心
と
す
る
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
は
、
こ
こ
で
一
つ
の
区
切
り
と
す
る
。
本
稿
の
考
察
か

ら
、
①
担
保
保
存
義
務
に
関
し
て
慎
重
に
検
討
す
べ
き
複
数
の
問
題
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
②
そ
れ
は
改
正
民
法
五
〇
四

条
の
解
釈
だ
け
で
は
な
い
。
③
債
権
者
の
注
意
義
務
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
担
保
保
存
義
務
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
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